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　新年を間近に控えた 12 月 25 日、久賀総合センターで「三世
代ふれあいしめ縄づくり」が開かれました。
　これは、世代間のふれあいを深めようと久賀シニアクラブ連合
会と社会福祉協議会の主催で毎年開かれているもので、久賀小学
校の児童や地域の方々など約 50 人が集まりました。初めて藁を
なう子どもたちも多く、講師となった地域の方に教わりながら、
しめ縄に裏白や橙などを飾り付け、しめ飾りを作り上げました。

三 世 代 で 作 る し め 飾 り
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で
、

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心

か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
町
長
就
任
以
来
、
合
併
当

初
か
ら
の
課
題
で
あ
り
ま
す
財
政
の
健
全

化
を
第
一
に
掲
げ
取
り
組
ん
だ
結
果
、
中

期
的
な
財
政
運
営
に
は
目
途
が
た
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
後

迎
え
る
厳
し
い
財
政
環
境
を
見
通
し
ま
す

と
、
今
ま
で
以
上
に
行
政
の
効
率
化
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
昨
年
を
第
２
次
の

行
財
政
改
革
元
年
と
位
置
づ
け
、
積
極
果

敢
に
改
革
を
推
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
町
の
固
有
の
財
産
で
あ
り
ま
す

農
業
・
漁
業
と
豊
か
な
自
然
や
文
化
歴
史

と
の
連
携
を
密
に
、
念
願
の
観
光
交
流
人

口
１
０
０
万
人
を
達
成
し
、
大
き
く
前
進

し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
年
に
お
よ
ぶ
議
論
を
経
て
、

米
空
母
艦
載
機
の
岩
国
基
地
へ
の
移
駐
受

入
れ
の
最
終
判
断
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
安
全
・
安
心
な
運
用
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

直
面
し
て
い
る
一
番
の
課
題
は
人
口
の

減
少
対
策
で
あ
り
ま
す
。
社
会
増
減
で
は

５
年
間
の
う
ち
２
回
の
社
会
増
と
な
る
な

周防大島町長　椎木　巧

年頭のごあいさつ

ど
一
定
の
抑
制
効
果
が
み
ら
れ
る
一
方
、

自
然
減
に
つ
い
て
は
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
ら

な
い
状
況
で
、
正
に
待
っ
た
な
し
の
正
念

場
を
迎
え
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

定
住
対
策
を
一
番
に
掲
げ
、
観
光
交
流

人
口
１
０
０
万
人
の
達
成
を
機
に
日
本
最

大
規
模
を
誇
る
「
ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
」

の
群
生
地
を
含
む
白
木
半
島
地
域
を
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
、
観
光
交

流
を
促
進
し
、「
ひ
と
」
や
「
し
ご
と
」

の
流
れ
を
定
住
へ
繋
げ
、「
誰
も
が
主
役

に
な
れ
る
町
」
へ
の
取
組
に
、
や
れ
る
こ

と
は
何
で
も
や
る
と
い
う
覚
悟
で
臨
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
防
災
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、
学
校

や
町
立
病
院
の
耐
震
改
修
、
住
宅
の
耐
震

診
断
・
改
修
を
は
じ
め
、
防
災
行
政
無
線

や
防
災
倉
庫
の
整
備
等
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
近
年
、
災
害
リ
ス
ク
の
脅
威

も
身
近
な
も
の
と
な
り
、
大
規
模
災
害
の

発
生
に
備
え
る
た
め
に
は
公
助
の
力
に
加

え
、
自
助
・
共
助
と
い
っ
た
地
域
防
災
力

の
向
上
に
向
け
た
取
組
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
実
効
性
の
あ
る
自
主
防

災
組
織
の
育
成
と
、
一
人
の
犠
牲
者
も
出

さ
な
い
こ
と
を
第
一
に
防
災
対
策
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
健
康
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
が
、

周
防
大
島
町
は
お
元
気
な
高
齢
者
が
多
い

「
生
涯
現
役
の
町
」
で
あ
り
ま
す
。
今
以

上
に
き
め
細
や
か
な
施
策
を
展
開
し
、
検

診
事
業
や
予
防
事
業
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
組
の
一
つ

に
減
塩
（
ち
ょ
び
塩
）
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
や
多
世
代
と
交

流
し
な
が
ら
健
康
で
活
動
的
な
生
活
を
送

り
、
医
療
や
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
は
、
継
続
的
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
体
制
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
合
併
当
初
か
ら
一
貫
し
て
財
政

の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
合
併
か
ら
15
年
の
節
目
を
目
前
に
、

社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か

将
来
を
見
据
え
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、

行
政
の
効
率
化
、
簡
素
化
に
努
め
、
町
政

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し

い
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

安全・安心なまちづくりのために
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大
人
の
仲
間
入
り

大
島
地
区

久
賀
地
区

　

橘
地
区

東
和
地
区

　

１
月
４
日
、
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
93
名
が
参

加
し
、　

中
元
龍
一
さ
ん
（
小
松
開
作
）
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、
誓
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
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▼
投
票
で
き
る
人

　　

投
票
で
き
る
の
は
、
平
成
12
年
２
月
５

日
以
前
に
生
ま
れ
た
満
18
歳
以
上
の
日
本

国
民
で
、
選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日
（
１

月
17
日
）
ま
で
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上

周
防
大
島
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
す
。（
平
成
29
年
10
月
17

日
ま
で
に
転
入
の
届
出
を
さ
れ
た
人
）

■
周
防
大
島
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
が
、
県
内
の
他
の
市
町
に
転

出
し
た
場
合

　

引
き
続
き
山
口
県
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
周
防
大
島
町

で
投
票
で
き
ま
す
。

■
県
内
の
市
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
が
周
防
大
島
町
に
転
入
し
た

場
合

　

引
き
続
き
山
口
県
内
に
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
を
提
示
す
れ
ば
以
前
投
票
し

て
い
た
市
町
で
投
票
で
き
ま
す
。　

▼
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
・
レ

ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用
で
、
投
票

所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
不
在
者
投
票

　

病
院
等
に
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
人

は
、
入
院
（
入
所
）
先
が
指
定
施
設
で
あ

れ
ば
病
院
等
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

の
で
、
施
設
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
郵
便
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
は
、
郵

便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
戦
傷
病
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人

で
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
一
定
の
基
準
に

当
て
は
ま
る
人
や
介
護
保
険
法
に
規
定
す

る
要
介
護
区
分
が
「
要
介
護
５
」
の
人
に

限
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
点
字
投
票

　　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
に
よ
り
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

2
月
４
日
㈰
は
山
口
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
山
口
県
の
未
来
を
つ
く
る

大
切
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
一
票
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
代
理
投
票

　　

投
票
は
自
分
で
書
い
て
投
票
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
身
体
が
不
自
由
な
ど
の
た

め
、
自
分
で
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は

代
理
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。　

▼
入
場
券

　　

入
場
券
は
郵
送
で
届
き
ま
す
。
投
票
日

に
は
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
を
忘
れ
た
り
紛
失
し
た
り
し
た

と
き
は
、
当
日
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。　

▼
投
票
用
紙

　　

投
票
用
紙
は
白
色
の
紙
に
黒
色
の
イ
ン

ク
で
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
決
め
ら
れ
た
枠
内
に
、
漢

字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
ど
れ
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、
候
補
者
氏
名
を
正

し
く
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。　

▼
開
票

◎
日
時　

2
月
4
日
㈰　

午
後
８
時

◎
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

◆
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
０

   
２
月
４
日
は
山
口
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

◆期日前投票の日時と場所
場所 期間 時間 対象地域

大島庁舎 １月 19 日㈮～２月３日㈯の毎日   8：30 ～ 20：00 町内全域
久賀・橘庁舎
東和総合センター ２月１日㈭～２月３日㈯の毎日   8：30 ～ 18：00 町内全域

各出張所 １月 31 日㈬   8：30 ～ 18：00 町内全域
前島公民館 １月 31 日㈬   8：30 ～ 11：00 前島地区
笠佐老人憩の家 １月 31 日㈬ 10：30 ～ 11：30 笠佐地区
畑能庄公会堂 ２月２日㈮   9：00 ～ 12：00 畑能庄地区
雨振公民館 ２月２日㈮   9：00 ～ 12：00 雨振地区
神浦公民館 ２月２日㈮ 14：00 ～ 17：00 神浦地区
伊崎公民館 ２月２日㈮ 14：00 ～ 17：00 伊崎地区
源明区民館 ２月２日㈮   9：00 ～ 12：00 源明地区
長浜集会所 ２月２日㈮   9：00 ～ 12：00 長浜地区
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投票時間：午前 7 時から午後 6 時まで
（ただし、情・馬ヶ原投票区は午後 5 時まで）当日の投票所一覧

◆久賀地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）
大崎 大崎公会堂 白石、大崎
山田 山田公会堂 山田上、山田中、山田下

宮崎 久賀福祉
センター

向町、八幡下、八幡上、仲町、洲崎、
港町 、戎町、上本町、本町

久賀中央 農業者健康
管理センター

古町、東下津原、東天満町、西天
満 町、 新 開 東、 新 開 西、 向 津 原、
東中津原、西中津原、上津原、中
瀬田、久保河内下、久保河内上、
畑能庄、丸山、流田、佐古、前島

宗光 宗光公会堂 庄地、宗光東、宗光西

椋野 椋野公民館

久保田中郷、花田道面、平原大畑、
木屋原、大元、山下浜東１区、山
下浜東２区、山下浜西１区、山下
浜西２区、西ヶ原

◆大島地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）

三蒲中央 蒲野農村環境
改善センター

東浜北、東浜南、中塚、西の郷、
蔵本、明神松東、明神松西、三
蒲中村、新屋敷、西田、前港、
後港、小山田北、小山田南、流東、
流西、小平

三蒲畑 畑老人憩の家 寺家、東畑、西畑

小松西 小 松 コ ミ ュ ニ
ティセンター

瀬戸、笠佐、北一西、北一中、
北一東、北二西、北二中、北二東、
南三、南二、南一、宮の下、商
船

小松東 しまとぴあ
スカイセンター

屋代中田、沖石、北石、小松中田、
手崎、明新

開作 大島町漁業協同
組合

安迫、水車、新開、砂堀、小方、
松ヶ崎、金屋、唐樋、五反田

志佐 志佐老人憩の家 郷串、浜西、浜東、上湯所、下
湯所

小田 さつき園作業所
上片山、中片山、下片山、石小田、
先小田、中小田、和田、ほのぼ
の苑

砂田
屋 代 ふ れ あ い
ディサービスセ
ンター

「延命の家」

徳神、吉井、郷の坪、吉兼、上北迫、
下北迫、東北迫、上砂田、砂田、
下砂田、川地、羽越

神領 神 領 コ ミ ュ ニ
ティセンター 神領、中、原、田中、銅

屋代畑 屋 代 山 泉 セ ン
ター

棟畑、屋代中村、奥村、石原、樫原、
自光寺

家房 家房公会堂 大東、久保、家房原、割石

出井 出井老人憩の家 川窪、中開地、天神東、明神、
追通

津海木 津海木老人憩の
家 立石、皆地

戸田 沖浦農村環境
改善センター

赤石、中浜、迎原、原定、久保庄、
下庄、坂本、西浜

横見 横見老人憩の家 森添、大歳、塩田

日見
沖 浦 ふ れ あ い
ディサービスセ
ンター

「延寿の里」
浜、塩町、奥田中、木原、里

◆東和地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）
情 情島公民館 情

伊保田 油田農村環境
改善センター

雨振、伊保田（３区、４区、５区、
６区、７区、８区、９区、10 区、11 区）

小伊保田 小伊保田公民館 小伊保田

油宇 油宇集会施設 油宇（13 区、14 区、15 区、16 区、
17 区、18 区、19 区）

馬ヶ原 馬ヶ原公民館 馬ヶ原

和田 和田公民館 和田（東泊、西泊、中泊、庄東、
庄西、庄里）

内入 内入公民館 内入東、内入西
小泊 小泊集会施設 小泊（東、東中、西中、天神）

和佐 和佐公民館 和佐（磯、東浜、東中浜、西浜、
大西、郷）、神浦（東、西）

森野 東和図書館
（旧森野小学校）

森（水上、鹿老渡、片上、盛浜、
走出）、平野（後園、祇園、塩屋、
内浜、江口、為栗、本平野、防河
内、鎌田）

大小積 海辺の家おつみ 小積、大積

西方 西方公民館 長崎東、長崎西、下田東、下田中、
下田西、西方

船越 船越公民館 船越東、船越中、船越西

外入 白木多目的
共同利用施設

伊崎、外入（西泊、東泊、下妙見、
上妙見、宮下、郷、西三下、東三下）

地家室 地家室別館 地家室西、地家室中、地家室郷、
地家室東

佐連 佐連会館 佐連東、佐連中、佐連西

沖家室 旧沖家室小学校 沖家室南、沖家室中、沖家室峠、
沖家室刈山、沖家室岡、沖家室鼻

◆橘地区
投票区名 投票所名 区域（行政区名）

鹿家 鹿家地区農事集会所 鹿家

安下庄東 原地区学習等
供用施設

栄、 安 高、 橘 福 祉 会、 原、
古城

安下庄中央 橘総合センター
和戸、塩宇、西浦、真宮、正分、
おれんじヒルズ、長尾天満、
安下、立島、源明

安下庄西 橘ウインドパーク
三ツ松東、三ツ松中、三ツ
松 西、 川 間、 田 中、 庄 南、
庄北、大泊

秋 秋老人憩の家 吉浦、江頭、下開地、西開地、
神田

日前郷 日前郷公民館 貞広、大光寺、新屋上、新
屋下

日前浜 しらとり苑
長浜、浜西、浜西中、浜中、
日良居病院、愛和苑、浜東、
日良居団地

土居 日良居出張所
土居西上、土居西下、土居
西中、土居東中、土居東上、
土居東下

油良 橘ふれあい
かんころ楽園

油良西、油良西中、油良東中、
油良東、たちばな園、油良郷

江ノ浦 浮島漁村センター 江ノ浦西、楽ノ江、江ノ浦東

樽見 浮島地区学習等
供用施設 樽見
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　本年の確定申告、町県民税・国民健康保険税・介護
保険料、後期高齢者医療保険料等の申告相談は次の日
程で行います。
　各会場の日程は、当該地区の予定申告者数により計
画しています。やむを得ず他の会場で申告される方以
外は、出来るだけ指定の日に申告されるようお願いし
ます。

　申告についての詳しい内容は、別にお配りしていま
す「申告案内（申告書付き）」をご覧いただくか、各
会場で相談員にご相談ください。

相談所の開設は２月 16 日㈮ から税 務 申 告

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 16 日 金

棟 畑、 屋 代 中 村、 奥 村、 石 原、
樫原

9:30 ～ 16:00

大島庁舎 
（３階会議室）

自光寺、神領、中、原、田中

2 月 19 日 月
銅、郷の坪、徳神、吉井

9:30 ～ 16:00上 砂 田、 砂 田、 下 砂 田、 吉 兼、
上北迫、下北迫、東北迫

2 月 20 日 火
川地、羽越、石小田

9:30 ～ 16:00
先小田、中小田、和田

2 月 21 日 水
屋代中田、（上・中・下）片山

9:30 ～ 16:00
宮の下、北石、沖石

2 月 22 日 木
北一（西・中・東）、北二（西・中・東）

9:30 ～ 16:00
笠佐、瀬戸、南一、南二、南三

2 月 27 日 火
寺家、東畑、西畑、小平

9:30 ～ 16:00

蒲野農村環境
改善センター

小山田南、小山田北

2 月 28 日 水
流東、流西、中塚、前港

9:30 ～ 16:00
後港、東浜北、東浜南

3 月 1 日 木
西の郷、蔵本、明神松（東・西）

9:30 ～ 16:00
三蒲中村、新屋敷、西田

3 月 2 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

3 月 5 日 月
立石、皆地、赤石、中浜、迎原

9:30 ～ 16:00

沖浦農村環境
改善センター

原庄、久保庄、下庄、坂本、
西浜

3 月 6 日 火
森添、大歳

9:30 ～ 16:00
塩田

3 月 7 日 水
浜、塩町、木原

9:30 ～ 16:00
奥田中、里

3 月 8 日 木
川窪、中開地

9:30 ～ 16:00
天神東、明神、追通

3 月 9 日 金
大東、久保

9:30 ～ 16:00
家房原、割石

3 月 13 日 火
新開、松ヶ崎、金屋、唐樋

9:30 ～ 16:00

大島庁舎 
（１階会議室）

水車、砂堀、小方、五反田

3 月 14 日 水
小松中田、手崎

9:30 ～ 16:00
明新、安迫

3 月 15 日 木
浜西、浜東

9:30 ～ 16:00
郷串、上湯所、下湯所

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 23 日 金

山 下 浜 東 １ 区、 山 下 浜 東 2 区、
山下浜西 1 区

9:30 ～ 16:00

椋野公民館
（大会議室）

山下浜西 2 区、西ヶ原

2 月 26 日 月
花田道面、平原大畑、木屋原

9:30 ～ 16:00
久保田中郷、大元

2 月 27 日 火
前島、向町、仲町、八幡上

9:30 ～ 16:00

山口県大島防災
センター

（会議室）

八幡下、洲崎、港町

2 月 28 日 水
戎町、上本町、本町、古町

9:30 ～ 16:00
白石、大崎

3 月 1 日 木
新開東、新開西

9:30 ～ 16:00
丸山、流田、庄地

3 月 2 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

3 月 6 日 火
東天満町、西天満町

9:30 ～ 16:00

山口県大島防災
センター

（会議室）

西中津原、上津原

3 月 7 日 水
東中津原、中瀬田

9:30 ～ 16:00
佐古、宗光東、宗光西

3 月 8 日 木
畑能庄

9:30 ～ 16:00
久保河内下、久保河内上

3 月 9 日 金
山田上、山田中、山田下

9:30 ～ 16:00
向津原、東下津原

【表の見方】
上段の行政区の方は午前中に、
下段の行政区の方は午後からの目安でお願いします。
※日付をよくご確認のうえお越しください。

大島地区

久賀地区
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○
申
告
相
談
所
開
設
期
間
中
は
、
税
務
課
職

員
が
各
相
談
所
に
出
向
く
た
め
、
税
務
課
の

窓
口
で
は
最
小
限
の
職
員
で
の
対
応
と
な
り

ま
す
。

　
○
申
告
書
の
提
出
ま
た
は
、
税
務
申
告
の
説

明
（
簡
易
）
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
○
18
才
以
上
の
方
（
収
入
の
無
い
場
合
等
）

で
申
告
の
必
要
の
な
い
方
で
も
、
所
得
・
課

税
証
明
書
等
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
や

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
等
の
軽
減
措
置
を
受
け
る

場
合
、
扶
養
の
認
定
・
年
金
の
裁
定
請
求
や

免
除
申
請
を
す
る
場
合
等
は
申
告
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
施
設
や
医
療
費
の
負
担

区
分
判
定
、
高
額
療
養
費
の
計
算
等
も
申
告

を
基
に
し
た
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
年
末
調
整
の
済
ん
だ
方
な
ど
は
町
県
民
税

等
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　
☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 16 日 金
森（全域）

9:30 ～ 16:00

東和
総合センター

平野（全域）

2 月 19 日 月 小積、大積、五条 9:30 ～ 12:00

2 月 20 日 火 神浦（東・西） 9:30 ～ 12:00

2 月 21 日 水
和佐（磯・東浜・東中浜）

9:30 ～ 16:00
和佐（西浜・大西・郷）

2 月 22 日 木
長崎（東・西）、西方

9:30 ～ 16:00
下田（中・東・西）

2 月 23 日 金
船越（東・中）

9:30 ～ 16:00

白木多目的
共同利用施設

船越（西）

2 月 26 日 月
沖家室（中・峠・刈山・岡・鼻・南）

9:30 ～ 16:00
佐連（東・中）

2 月 27 日 火 伊崎、外入（全域） 9:30 ～ 16:00

2 月 28 日 水
佐連（西）

9:30 ～ 16:00
地家室（西・中・郷・東）

3 月 1 日 木
小泊（東・東中）

9:30 ～ 16:00

和田公民館
小泊（西中、天神）、内入（東・西）

3 月 2 日 金
和田（東泊・西泊・中泊）

9:30 ～ 16:00
和田（庄東・庄西・庄里）

3 月 2 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

3 月 12 日 月
油宇（13 区・14 区・15 区・16 区）

9:30 ～ 16:00

油田農村環境
改善センター

油宇（17 区・18 区・19 区）

3 月 13 日 火 馬ヶ原、黒谷 9:30 ～ 12:00

3 月 14 日 水

雨振、伊保田（3 区・4 区・5 区・
6 区）

9:30 ～ 16:00伊保田（7 区 ･8 区 ･9 区・10 区・
11 区）

3 月 15 日 木
情

9:30 ～ 16:00
小伊保田

月・日 曜
日 対象地区 相談時間 会場

2 月 19 日 月
浮島（樽見）、浮島（江ノ浦）

9:30 ～ 16:00

日良居出張所
（大会議室）

油良（西・西中・東中・東・郷）

2 月 20 日 火

土居（西上・西下・西中・東上・
東下・東中）

9:30 ～ 16:00
日前浜（浜西中・浜中・日良居
団地・浜西・浜東）、長浜

2 月 21 日 水
日前郷（貞広・大光寺）

9:30 ～ 16:00
日前郷（新屋上・新屋下）

3 月 2 日 金【確定申告相談】周防大島町内全域 9:30 ～ 16:00 山口県大島防災
センター

3 月 6 日 火
吉浦、秋（江頭・下開地）

9:30 ～ 16:00

橘総合支所
（会議室）

秋（西開地・神田）

3 月 7 日 水
庄南

9:30 ～ 16:00
庄北、大泊

3 月 8 日 木
三ツ松（東）

9:30 ～ 16:00
三ツ松（中・西）

3 月 9 日 金
源明、川間

9:30 ～ 16:00
安下、長天、田中

3 月 12 日 月
鹿家、栄

9:30 ～ 16:00
安高

3 月 13 日 火
塩宇

9:30 ～ 16:00
西浦、和戸

3 月 14 日 水
原

9:30 ～ 16:00
古城

3 月 15 日 木
おれんじヒルズ、真宮

9:30 ～ 16:00
正分

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

橘 地 区 東和地区

昨年と会場が変更になっている地区があり
ますので、お間違えのないようお越しくだ
さい。
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柳 井 税 務 署 か ら の お 知 ら せ
■ 平成２９年分所得税および復興特別所得税の確定申告期間は

2 月 16 日㈮から 3 月 15 日㈭までです
※還付申告については、平成３０年１月１日以後、提出することができます。

※２月 15 日㈭以前は、申告会場を設けていないため、申告相談で税務署へお越しの方は上記申告会場開設期
　間にお越しください。
※申告会場の駐車場は混雑が予想されます。来場の際には公共交通機関をご利用ください。

地　区 開　設　日 相 談 時 間 会　場　名

柳井税務署
管内全域

  2 月 16 日㈮～ 3 月 15 日㈭
（土日は除きます）

相談時間　9：00 ～ 17：00
受付時間　8：30 ～ 16：00

（混雑状況によって 16：00 以前に受付を終了する
場合があります。）

柳 井 税 務 署

周防大島町 ３ 月 ２ 日 ㈮
相談時間　9：30 ～ 16：00

（受付時間も同様ですが、混雑状況によって 16：00
以前に受付を終了する場合があります。）

山口県
大島防災センター

■ 申告会場の開設日程について

■問い合わせ　　
　柳井税務署　☎０８２０（２２）０２７７

　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税および贈与税の申告書
や青色申告書などを作成できます。

 国税庁 で 検索

マイナンバー（個人番号）の入力と本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。ただし、ｅ - Ｔａｘで送信すれば
本人確認書類の提示等は不要です。

詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）まで

■ 確定申告書の作成は、便利な「確定申告書等作成コーナー」で！

     e-Tax 送信
※事前準備が必要です

書面提出
印刷して郵送等で提出または

平成２９年分の振替日 【所得税および復興特別所得税】４月２０日㈮
【消費税および地方消費税】  　　４月２５日㈬

還付がスピーディー
添付書類の提出省略

　納税のために金融機関や税務署に出向く必要がなく、大変便利で確実な納付方法です。
　お申し込みは、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」に必要事項をご記入・押印の上、申告期限ま
でに税務署または金融機関に提出してください。
　「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」は国税庁ホームページからダウンロードできます。

■ 便利で確実な振替納税をご利用ください

平成 29 年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに『医療費控除の明細書』の添付が必要となりました。

■ 医療費控除は領収書が提出不要となりました ※　　　　　　　　　　※ 明細書を作成して提出が必要です

●医療費の領収書は自宅で 5 年間保存する必要があります（税務署から求められたときは、提示または提出
　しなければなりません。）。
●医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます（医療費通知とは、健康
　保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです。）。
注）平成 29 年分から平成 31 年分までの確定申告については、医療費の領収書の添付または提示によること
　もできます。

 作成コーナーや

作成した申告書等は…
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勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
る
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方

は
、
失
業
（
離
職
）
か
ら
一
定
の
期
間
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。（
軽
減
に
は
申
請
が
必
要
で
す
）

■
対
象
者
に
つ
い
て

　

次
の
①
～
③
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
年
月
日
が
、
平
成
24
年
３
月

31
日
以
降
で
あ
る
こ
と

②
離
職
日
に
お
い
て
、
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
「
離
職
理
由
コ
ー
ド
」
が
「
11
・

12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ

と■
適
用
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
翌
年
度
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
再
就
職
し
て
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入
す
る
場
合
は
、
そ
の

時
点
ま
で
と
な
り
ま
す
。 

■
軽
減
の
算
定
方
法

　

対
象
者
の
前
年
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得
を
３
０
／
１
０
０
と
し

て
算
定
し
ま
す
。（
給
与
以
外
の
所
得
、
対
象
者
以
外
の
被
保
険
者

の
所
得
、
対
象
期
間
外
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
１
０
０
／
１
０
０
と

し
て
算
定
し
ま
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
印
鑑

○
軽
減
に
該
当
す
る
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
わ
か

る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
等
）

○
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）

■
申
請
場
所　

　

税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
（
課
税
第
１
班
）
☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

　

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は

　

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

　
滞
納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
地
方
税
と
同
様
に

滞
納
処
分
（
差
押
え
）
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
督
促
後

に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
催
告
（
文
書
・
電
話
・
臨
戸
）
を
適
宜

実
施
し
、
金
融
機
関
や
職
場
等
へ
の
調
査
の
結
果
、
資
力
を
有
す

る
場
合
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
や
む
を
得
ず
、
預
貯
金
や
不
動
産

等
に
つ
い
て
、
財
産
の
差
押
え
を
実
施
し
ま
す
。

　

督
促
状
や
催
告
書
な
ど
が
届
い
た
と
き
は
、
お
早
め
に
ご
納
付

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、納
付
で
き
な
い
特
別
の
事
由
（
災
害
、家
族
の
病
気
な
ど
）

が
あ
る
場
合
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
お
よ
び

　
保
険
料
徴
収
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

　

特
別
の
事
由
も
な
く
、
保
険
料
を
滞
納
し
た
ま
ま
に
し
て
い
る

と
、
通
常
よ
り
有
効
期
限
の
短
い
被
保
険
者
証
（
短
期
被
保
険
者

証
）
を
交
付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
徴
収
方
法
）
の
方

で
も
、
年
度
の
途
中
で
保
険
料
額
が
増
減
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

一
時
的
に
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
徴
収
方

法
）
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
額
が
確
定
・
変
更
と
な
っ
た
場
合
に
は
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
が
、
徴
収
方
法
が
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
に
変

更
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
か
ず
、
納
め
忘
れ
て
し
ま
う
事

例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
（
徴
収
対
策
班
）　　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
３
１

　

健
康
増
進
課
（
医
療
保
険
班
）　

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
２

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
準
備
事
務
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
30
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
本
年
10

月
に
実
施
す
る
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
た
め
の
準

備
事
務
（
単
位
区
設
定
）
を
行
い
ま
す
。

　

単
位
区
設
定
は
、
本
調
査
に
先
立
っ
て
、
山
口
県

知
事
が
任
命
し
た
指
導
員
が
担
当
地
区
を
巡
回
し
、

「
住
宅
」
と
「
住
宅
以
外
で
人
が
居
住
す
る
建
物
」

の
数
な
ど
を
把
握
す
る
も
の
で
、
基
本
的
に
世
帯
へ

訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
調
査
の
円
滑
な
実
施
と
結
果
精
度
の
向
上
を
図

る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
対
象

　

町
内
57
調
査
区
内
の
住
宅
等
の
建
物

■
基
準
日

　

平
成
30
年
2
月
1
日
（
指
導
員
巡
回
期
間　

1
月

中
旬
～
2
月
中
旬
）

■
実
施
方
法

　

指
導
員
が
目
視
で
調
査
区
内
の
建
物
を
確
認
し
ま
す
。

■
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

今
回
の
単
位
区
設
定
で
は
、
金
銭
に
関
す
る
こ
と
、

個
人
番
号
や
口
座
番
号
な
ど
を
世
帯
の
方
に
尋
ね
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
指
導
員
を
よ
そ
お
っ
た
不
審
な
訪
問
者
や
、

不
審
な
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
事
務
を
行
う
指
導
員
は
、
山
口
県
知
事
が
発

行
し
た
「
指
導
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
不

審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
指
導
員
の
氏
名
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
役
場
政
策
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
政
策
企
画
課
（
広
報
情
報
統
計
班
）

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７
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特
今年度の国保特定健診（平成 29 年 6月１日～平成 30 年 3月 31 日）は、もう受診しましたか？今年度の
受診期限が迫っています！早めに受診しましょう！

 ◆特定健診ってなに？
 　特定健診は、生活習慣病の予防や早期発見に欠かせない健康チェックです！特にメタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群）に着目した健診を行い、生活習慣病の発症リスクをチェックします。周防大島町では、通常
の基本健診項目（血液採取による血糖・脂質検査など。）のほか、腎・肝機能検査や心電図、痛風の原因となる
血清尿酸（尿酸値）などの検査も必須項目に加え、町独自の特定健診を実施しています。

健診受診場所　下記の医療機関にて、国保特定健診が受診できます。
実施機関 場所 電話番号 実施機関 場所 電話番号

山中クリニック 久賀 ☎ 72‐0152 正木内科医院 西安下庄 ☎ 77‐0021
おげんきクリニック 小松 ☎ 74‐2490 安本医院 土居 ☎ 73‐0822

嶋元医院 小松 ☎ 74‐2310 大島病院 小松 ☎ 74‐2580
野村医院 横見 ☎ 76‐0017 橘病院 西安下庄 ☎ 77‐1000
川口医院 外入 ☎ 78‐0306 東和病院 西方 ☎ 78‐0310

※各医療機関により、予約の有無や受付時間が異なりますので、詳しくは受診券発送時に同封しているお知
らせ文書「特定健診を受けましょう！」の裏面をご覧ください。

休日個別健診
今年度より、休日在宅当番医療機関において、休日（日曜・祝日・年末年始）に特定健診が受診できます。
ご希望の場合は、健康増進課医療保険班（☎ 73‐5502）にご連絡ください。

（留意事項）
・特定健診受診券、質問票および無料クーポン券は対象者の方に５月下旬にお送りしております。特定健診受診券、
質問票および無料クーポン券を紛失された方は健康増進課医療保険班（☎ 73‐5502）にお問い合わせください。
・75 歳以上の方（後期高齢者医療）および社会保険に加入されている方は、ご加入の医療保険者が実施する健康
診査を受診してください。

　　検査結果の数値が毎年どの程
度変化しているかを確認すること
で、身体の状態や変化を把握でき、
病気の早期発見につながります。
そのため、毎年 1 回は特定健診
を受けることが大切です！

　　ぜひ、特定健診を受診しま
しょう！特定健診は生活習慣病の
早期発見を目的にしています。治
療している病気以外にも、知らぬ
間に病気が進行している場合があ
ります！

　　健診結果のご提出にご協力を
お願いいたします！町から健診結
果に添った健康に関する情報提供
をはじめ、生活習慣改善などにつ
いて、保健師・管理栄養士にも相
談できます！

よくある質問

◆特定健診の受け方
　【国保特定健診の対象となる方】
　・周防大島町国保の被保険者で平成 30 年 3 月 31 日時点
　　で 40 歳以上の方
　【受診に必要なもの】
　・特定健診受診券（黄緑色）　・国民健康保険被保険者証
　・質問票　　　　　　　　　・自己負担金　1,000 円　
　・無料クーポン（下記のいずれかに該当する方には無料クーポンが発行され、自己負担金が無料となります）
　　①平成 30 年 3 月 31 日時点で 40 歳以上 60 歳未満の方
　　②前々年度以前３カ年間（平成 25 年度から平成 27 年度までの間）医療受診の無かった方

生活習慣病
　糖尿病、脳卒中、心筋梗塞など日々の生活
習慣により引き起こされる疾病です。糖尿病
や慢性腎不全など明確な自覚症状がないまま
に進行し重症化する病気が多いため、早期の
発見・改善がとても重要です。

　　特定健診は毎年受ける必要が
ありますか？

　　定期的に医療機関を受診して
いるので受けなくていいですか？

　　勤務先の健診や人間ドックを
受けました！

Ａ Ａ Ａ

Ｑ Ｑ Ｑ

もう受けましたか？ 定 健 診

ご不明な点は健康増進課（医療保険班）（☎ 73-5502）にお問い合わせください
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し
っ
ち
ょ
る
？   

や
っ
ち
ょ
る
？   

健
康
づ
く
り
！

　

～
「
ち
ょ
び
塩
」
で
お
い
し
く
、
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！ 

～
58　

新
年
の
抱
負

「
目
指
す
は
町
民
一
丸
の
健
康
づ
く
り
！
」

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い

年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん

と
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む
「
ち
ょ
び
塩
」
活
動
が
評

価
さ
れ
、
山
口
県
公
衆
衛
生
協
会
賞
の
受
賞
や
保
健

雑
誌
の
取
材
、県
内
外
か
ら
の
活
動
発
表
依
頼
な
ど
、

健
康
づ
く
り
の
輪
の
広
が
り
を
実
感
す
る
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
、「
ち
ょ
び
塩
の
実
践
！
」
を

目
指
し
て
、
具
体
的
な
方
法
の
提
案
や
ち
ょ
び
塩
に

役
立
つ
商
品
を
増
や
す
等
、
環
境
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
ち
ょ
び
塩
で
お

い
し
く
！
運
動
・
活
動
で
元
気
に
！
」
を
合
言
葉
に
、

お
い
し
く
・
た
の
し
く
・
活
動
的
な
健
康
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

健
康
で

〝 

ワ
ン 

ダ
フ
ル
（
す
て
き
な
） 

〟
な
一
年
を

　

新
年
を
迎
え
る
1
月
は
、親
族
が
互
い
に
往
来
し
、

仲
睦
ま
じ
く
宴
を
す
る
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
睦
月

（
む
つ
き
）」
と
呼
ば
れ
る
と
か
。
み
な
さ
ん
は
ど
ん

な
お
正
月
を
過
ご
し
ま
し
た
か
？
そ
し
て
、
ど
ん
な

新
年
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
か
？
そ
れ
に
し
て
も
な

ぜ
負
け
を
抱
く
と
書
い
て
「
抱
負
」
な
ん
だ
ろ
う
？

と
疑
問
に
思
っ
て
い
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

「
負
」
は
も
と
も
と
「
背
負
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

今回は冬野菜の大根を使ったレシピを紹介します。味付けはハムの塩
味とレモンのさわやかな風味をいかし、ちょび塩でもおいしく食べら
れるよう工夫しています。簡単ですので、ぜひ作ってみてください。

ハムと野菜のレモンマリネ

町内の協力店舗や医療機関、各総合支所・出張所などにちょび塩レシピを
置いていますので、ぜひご利用ください。

〈作り方〉
①キャベツは３cm 角にする。
　大根は薄いいちょう切りにす
　る。ボウルに入れて分量の塩
　をふってしばらくおき、水気
　が出たらしっかり絞る。
②ボウルに A を合わせておき、
　①を漬ける。
③皿に盛り付け、いちょう切り
　にしたレモンとハムをのせ
　る。

エネルギー  74kcal
たんぱく質  3.0g
脂質  5.2g
食物繊維  1.0g
食塩相当量  0.6g

◆問い合わせ　健康増進課（健康づくり班）　☎０８２０（７３）５５０４

ちょび塩　冬レシピ

材料 ２人分
薄切りハム
大根
キャベツ
塩
レモン
レモン（果汁）
オリーブ油
砂糖
こしょう

３０ｇ
８０ｇ
５０ｇ

小さじ１／６
１／４個

大さじ１／２
大さじ１／２
小さじ１／２

少々

Ａ

「
心
に
抱
い
た
決
意
を
負
う
」
か
ら
「
心
中
に
抱

く
考
え
。
計
画
。
自
信
」
を
意
味
す
る
そ
う
で
す
。

改
め
て
、
み
な
さ
ん
の
「
抱
負
」
に
「
健
康
」
が

盛
り
込
ま
れ
、
元
気
に
活
躍
す
る
一
年
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　
「
大
正
月
（
１
月
１
日
）」
を
過
ぎ
、「
小
正
月

（
１
月
15
日
）」
を
迎
え
、
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣

を
願
う
火
祭
り
、「
ど
ん
ど
焼
き
」
や
「
成
人
の
日
」

が
終
わ
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
お
正
月
気
分
も
終
了
。

戌
年
に
ち
な
ん
で
〝
ワ
ン
ダ
フ
ル
（
す
て
き
な
）〟

な
一
年
を
ス
タ
ー

ト
す
る
た
め
に
も
、

生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
る
工
夫
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
ち
ょ
び
塩
ク
イ
ズ
〉

今
年
は
戌
年
。「
犬
に
塩
を
与
え
て
は
い
け
な

い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
体
重
10
㎏
の
小
型
犬

の
１
日
に
必
要
な
食
塩
量
は
い
く
ら
で
し
ょ

う
。（
答
え
は
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

①
１
ｇ
強　
　

②
２
ｇ
強　
　

③
３
ｇ
強

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
（
健
康
づ
く
り
班
）

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
４
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
も
や
っ
て
き
ま
し
た

「
な
ぜ
な
に
？
げ
す
い
ど
う
」。

　

今
回
も
皆
さ
ん
が
思
う
疑
問
に
つ
い
て
お
答
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
「
下
水
道
工
事
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
最
近
、
道
路
で
は
工
事
が
多
く
、
皆
さ
ま
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
工

事
の
中
に
は
下
水
道
管
を
布
設
す
る
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
下
水
道
管
は
、
自
然
の
勾

配
で
流
す
た
め
（
自
然
流
下
）、
場
所
や
条
件
に
よ
っ

て
工
事
方
法
を
変
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
工
事
で
掘
ら

れ
た
後
は
、
埋
戻
し
、
仮
舗
装
を
行
い
、
車
両
通
行
等

に
よ
り
沈
下
が
収
ま
る
の
を
確
認
し
、
本
舗
装
を
し
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
の
工
事
方
法
を
ご
説
明
し
ま
す
と
、
下
水
道

を
造
る
場
合
は
、
大
き
く
分
け
て
、
開
削
工
法
と
推
進

工
法
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
開
削
工
法
と
は
、

管
を
布
設
す
る
範
囲
の
地
面
を
掘
り
、
下
水
管
を
布
設

す
る
方
法
で
、
高
さ
を
測
り
な
が
ら
管
を
布
設
し
て
い

き
ま
す
。

　

推
進
工
法
と
は
、
大
き
な
縦
穴
を
掘
り
、
縦
穴
と
縦

穴
を
ト
ン
ネ
ル
で
繋
げ
る
方
法
で
、
主
に
深
す
ぎ
て
開

削
工
法
で
で
き
な
い
場
所
や
河
川
の
横
断
等
に
使
わ

れ
る
工
法
で
す
。
工
事
期
間
中
で
、
夜
間
等
の
時
間

外
は
縦
穴
を
覆
工
板
と
呼
ば
れ
る
鉄
の
板
で
蓋
を
し
、

交
通
規
制
を
解
除
す
る
た
め
車
両
通
行
が
可
能
と
な

り
ま
す
が
、
仮
の
蓋
な
の
で
、
勢
い
よ
く
乗
る
と
滑
っ

た
り
、
騒
音
が
発
生
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
工
事
で
地
中
を
通
す
下
水
管
は
直
径

20
㎝
程
度
で
す
が
、
都
市
部
で
は
、
同
じ
推
進
工
法
で

も
深
さ
40
ｍ
、
直
径
６
ｍ
も
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
地
下
鉄
建
設
や
洪
水
対
策
な
ど
目

的
、
用
途
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
都
市
部
の
規
模
は

す
ご
い
で
す
ね
。

　

工
事
に
つ
い
て
、
疑
問
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

役
場
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
（ 

下
水
道
班
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
４

縦穴を覆っている「覆工板」㊤
と縦穴の中で行われている推進
工法の様子㊦ げ

す
い
ど
う

下

水

道

？
な
に

な
ぜ

下水道整備工事を行っています
　現在、久賀・大島処理区の下水道整備工事を行っています。
　この工事は、久賀・椋野・三蒲・小松地区の図で示した範囲に下水道を整備するための工事です。
工事に伴い、各地区の道路で通行止めや片側交互通行等の交通規制を行います。
　また、該当地区内では測量を行ったり、各家庭に必要な公共ますの設置について、役場職員または
業者が説明のため訪問させていただくことがあ
ります。
　皆さまには大変ご迷惑をおかけいたします
が、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、訪問する業者については、身分証明書
を携帯しています。

■問い合わせ
　下水道課（下水道班）☎０８２０（７９）１０１４

小松

三蒲

椋野

久賀

T
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　浄化槽は定期的に保守点検や清掃をしないと、適正な処理ができなくなり悪臭の原因となります。浄化槽設
置者には浄化槽法に基づき、定期の保守点検と清掃、年１回の法定検査が義務付けられています。
■保守点検・清掃について
　　保守点検とは、常に浄化槽を正常な状態に保つための定期検査のことで、浄化槽の点検、修理や消毒液の
　補充を行います。また、清掃は浄化槽に溜った汚泥等の引き抜きを行います。保守点検は山口県の登録を受
　けた保守点検業者に、清掃は周防大島町の許可を受けた業者に委託をお願いします。
■法定検査について
　　法定検査とは、登録業者による保守点検、清掃が適正に行われているか、浄化槽が十分な機能を発揮して
　いるかを指定検査機関（社団法人　山口県浄化槽協会）が確認する大変重要な検査で、設置者には法定検査
　を受ける義務があります。法定検査には、浄化槽の使用開始後３カ月から５カ月の間に受ける法定検査（７
　条検査）と、その翌年から毎年１回受ける法定検査（11 条検査）の２種類があります。
　　検査はいずれも有料で、料金は左記のとおりです。検査機関から検査の案内が届きましたら、忘れずに料
　金を納付し検査を受けてください。

浄化槽を設置している皆さまへ

○下水道への接続（排水設備工事）はお済みですか
　台所、風呂場やトイレなどから流される汚水を下
水道へ排除するために、住宅内に設置される排水管
やマスなどを排水設備といいます。排水設備は個人
の負担で設置し管理していただく私設の下水道で、
個人の大切な財産です。
　下水道が整備され利用できるようになった地域で
は、３年以内に下水道への接続をお願いいたします。
○排水設備工事は、排水設備指定工事店で
　周防大島町では、排水設備工事に必要な専門的な
知識と技術を持ち、山口県下水道協会に登録された
技術者のいる工事店を排水設備指定工事店として指
定しています。排水管の布設やトイレの改修工事が
正しく行われないと、配管が詰まったり故障の原因
となり、日常生活に支障が生じるだけでなく、下水
道の機能にも悪影響を与える恐れがあります。その
ため、必ず着工前に町へ申請し排水設備指定工事店

下 水 道 課 か ら の お 知 ら せ で す

法定検査料金　（５・７・10 人槽の場合）
○ 使用開始後の法定検査（７条検査）    ９, ５００円
○ 年 1 回の法定検査（11 条検査）　    ５, ５００円
　　　　　　　　          ※単独浄化槽は ４, ２００円

■問い合わせ
　山口県柳井環境保健所　☎０８２０（２２）３６３１
　周防大島町下水道課　　☎０８２０（７９）１０１４
　（一社）山口県浄化槽協会柳井支部
　　　　　　　　　　　　☎０８２０（２２）４６６５

重 要 な お 知 ら せ
　排水設備の供用地区において、ウェットティッシュ（溶水タイプも含む）や下着、タオル等が流され、
ポンプが詰まる事案が多発しています。
　このような事態が起こりますと、下水道の維持管理費が増大するばかりでなく、ポンプなどが故障し、
下水道が使用できなくなる恐れがあります。
　下水道を気持ちよくご利用いただくために、皆さまのご協力をお願いいたします。

で排水設備工事を行ってください。
○周防大島町排水設備指定工事店の新規登録受付に
　ついて
　周防大島町では、公共下水道、農業集落排水事業
および漁業集落排水事業の排水設備工事について指
定工事店制度を採用しています。
　新規登録を希望する工事店は、受付期間内に申請
してください。受付期間外の申請は受け付けること
ができませんのでご了承ください。
■受付期間　平成 30 年２月１日㈭～ 28 日㈬
■指定手数料（４月の指定工事店証受け渡し時に納付）
　１件につき　８，０００円
■指定期間
　平成 30 年４月１日～平成 35 年３月 31 日
■申請・問い合わせ
　下水道課（下水道班）　
☎０８２０（７９）１０１４
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　周防大島町では、金属をリサイクルに回しているよ。だから、「金属ごみ」じゃ
なくて「金属類」と呼んでいるんだよ。材質に金属が含まれているものの多くは「金
属類」に分別するよ。完全な金属製品は当然だけど、プラスチックなど様々な材
質の部品が使われていても、中に金属部品が含まれていれば、「金属類」に分別
するものがあるよ。
　逆に、金属を含んでいるけど「金属類」に分別しない「空カン」「埋立ごみ」
「有害ごみ」「粗大ごみ」「特定家庭用機器」「家庭用パソコン」をしっかり覚えて
おくといいよ。「空カン」（平成 29 年 10 月号広報掲載）以外のものについては、
後の号で教えてあげるね。大まかに言えば、針やカミソリ、スプーンやフォーク
などの小型のもの、鍋ややかんなどの中型のもの、自転車などの大型のもの、家
電製品などが該当するよ。詳しいことは「ごみ分別の手引き」に載っているけど、分から
ないときは、役場生活衛生課（☎ 0820-79-1012）へ聞いてね。
　ストーブやファンヒーターは灯油や乾電池を必ず抜いて「金属類」に出してね。（乾電
池は「有害ごみ」に分別してね。灯油は販売店に処分を依頼してね。）針などの小さくて
危険なものは、同じ「金属類」に分別するお菓子の缶などに入れて出してね。物干竿など
の長い物は、１ｍ以下の長さに切って束ねて出してね。町指定の「金属類収集袋」（緑色
の麻袋）にできるだけ入れて出してほしいけど、入らない大型のものは、この袋を結び付
けてね。袋は繰り返し使えるから、必ず名前を書いて、大切に使ってね。

ごみの出し方講座 「 金 属 類 」

みかんちゃんの

■問い合わせ　生活衛生課　☎０８２０（７９）１０１２

●「金属類」は、金属製品や家電製品。
（「空カン」「埋立ごみ」「有害ごみ」「粗大ごみ」「特定家庭用機器（エアコン、テレビ、冷蔵庫、
冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機）」「家庭用パソコン」は除く。）
●名前が書かれた町指定の「金属類収集袋」に入れて出す。入らないときは、この袋を
結び付けて出す。

今回のポイント！

「みかんちゃん」は、周
防大島町の３Ｒ推進マ
スコットキャラクター
です。

「１１８」番は海上保安庁への緊急通報用電話番号です
～あなたの一報が日本の海を守ります！～

電話番号で「１１８」番をご存知ですか？

　海でも密輸・密航・密漁・ゴミの不法投棄・テロなどの事件、船舶
事故や人身事故が発生しています。
　「１１８」番は、海で事件・事故にあったとき、目撃したときなど
に海上保安庁へ通報する電話番号です。
　通報をする際は、局番なしで「１１８」（携帯電話も同じ）に電話
をかけ、①いつ、②どこで、③何が起きたのか落ち着いて連絡してく
ださい。

■問い合わせ　柳井海上保安署　☎０８２０（２３）２２５０

～平成３０年２月１日から救命胴衣の着用義務化が拡大されます～
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マイナンバーカード（個人番号カード）の申請をお手伝いします

 　周防大島町に住民登録があり、マイナンバーカード（個人番号カード）の発行を希望される方を対象
に、申請に必要な写真をタブレット端末で撮影し、オンライン申請のお手伝いをするサービスを平成 30
年 1 月 16 日㈫から開始いたします。
　写真撮影は無料で、端末操作も職員が行いますので、申請方法が不明な方などお気軽にご利用ください。

◆端末申請開始日　１月 16 日㈫から
◆申請場所  久賀・大島・東和・橘の各総合支所
◆受付日時　平日の午前 8 時 30 分～午後 5 時
◆必要書類

（1）本人確認書類

1 点でよいもの
（顔写真付）

 運転免許証、運転経歴証明書、旅券、
身体障がい者手帳、在留カード　等

2 点必要なもの
 健康保険証、介護保険証、各種年金
証書、福祉医療費受給者証、学生証、
社員証　等

（2）マイナンバーカード交付申請書
「通知カード」と一緒に届けられた「個人番号カード交付
申請書」をご持参ください。
※申請書をお持ちでない場合は、窓口で発行いたします。

■問い合わせ
　久賀総合支所　☎（７９）１０００
　大島総合支所　☎（７４）１００１
　東和総合支所　☎（７８）１１１０
　橘 総 合 支 所  ☎（７７）５５００

太枠部分が「個人番号カード交付申請書」です。

■ゲストランナー　
　加納　由理さん　2007 年　北海道マラソン　優勝
　　　　　　　　　2009 年　ベルリン世界選手権　7 位
　　　　　　　　　2010 年　名古屋国際女子マラソン　優勝 など

2 月 11 日（日・祝）  午前 9 時   開会式第 34 回 サザン・セト大島ロードレース大会
沿道でのご声援をお願いします！

■今大会エントリー数　２，５７６人（12 月 14 日現在）

■問い合わせ　周防大島町教育委員会社会教育課（スポーツ振興班）
　　　　　　☎０８２０（７８）５０４８

道路の交通規制について（ご協力のお願い）  【 時間　午前９時 30 分～午後１時 】
☆下田口から小伊保田までの国道 437 号線を緊急車両および大型車両を除き、全面通行止めとします。
☆迂回路は県道および町道で、当日は看板および誘導員の指示に従い、迂回していただきますようご協力を
　お願いいたします。
☆多くのランナーが道路を走行しますので、安全面からも特に緊急を要する場合を除き、車両による通行を
お控えくださいますようご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

◆注意事項
1. 写真撮影が必須なため、代理人申請はできません。
2. 申請後、マイナンバーカードの交付まで約 1 カ月程度かかります。交付の
　準備ができしだい交付通知書を送付いたしますので、総合支所にカードを
　受け取りに来ていただく必要があります。
3. 撮影した写真をお渡しすることはできません。
4. タブレット端末で撮影する写真は、写真店等で撮影する写真よりも画質が
　劣りますので、あらかじめご了承ください。
5．15 歳未満の方は、法定代理人（親権者）と一緒に来庁してください。

周防大島町陸上競技場
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表
彰

や な い 警

察

署

だ

よ

問い合わせ　周防大島幹部交番　☎ 0820（72）0110
　 　　　　   柳井警察署　☎ 0820（23）0110

冬の交通事故防止

● 次の場所は、特にスリップしやすいので
　注意が必要です。
　□ 坂道
　□ カーブ
　□ 橋の上
　□ トンネルの出入口付近
　□ 山や建物のかげ

● 次の項目を確認しながら、交通事故を防ぎましょう。
　〈運転前〉
　□ スタッドレスタイヤの着装、チェーンの準備は万端！
　□ 車のガラス・ミラーの霜取りもＯＫ！
　□ 道路情報（ラジオ・テレビ・インターネットなど）の確認を！
　〈運転中〉
　□ 急ブレーキ・急発進・急ハンドルはスリップのもと！
　□ スピードの出し過ぎもスリップのもと！
　□ 前車の急な動きに対応出来るように車間距離は長めに！
　□ チェーンを脱着する場合は安全な場所で！

● 冬の道路での運転に不安を感じる方は、無理に運転せず、公共交通機
　関を利用しましょう。天候によっては、運行状況が変更されている可能
　性もありますので、事前に確認しましょう。

◆
平
成
29
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品

〇
ポ
ス
タ
ー
の
部

・
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

　

三
浦
愛
梨
さ
ん
（
久
賀
小
学
校
１
年
）

り
・
山
口
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

　

朴　

柳
儐
さ
ん
（
大
島
中
学
校
２
年
）

〇
習
字
の
部

・
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

　

杉
野
那
々
子
さ
ん
（
明
新
小
学
校
１
年
）

　

交
流
人
口
１
０
０
万
人
の

目
標
を
達
成
し
、
更
な
る
交

流
人
口
の
増
加
を
図
ろ
う
と

す
る
周
防
大
島
町
で
は
、
当

地
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た

観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
を
募
集
中
で
す
。

　

主
に
周
防
大
島
観
光
協
会

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
を
行

い
、
新
た
な
視
点
や
発
想
に
よ
る
地
域
資
源

の
活
用
や
観
光
客
の
誘
致
を
は
じ
め
、
催
事

出
展
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
業
務
な

ど
、
観
光
を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

中
で
も
周
防
大
島
に
根
ざ
す
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
、
ま
た
島
し
ょ
部
な

ら
で
は
の
海
や
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
ア

ウ
ト
ド
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画
・
開
発
な
ど

に
従
事
し
て
い
た
だ
け
る
人
材
を
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

　

既
に
観
光
協
会
に
は
平
成
29
年
２
月
か
ら

篠
原
哲
夫
さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
着
任
、
周
防
大
島
の
観
光
振
興
に
日
々

尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
目
的
と
し
た
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
英
文
翻
訳
や
、
岩
国
米

海
兵
隊
基
地
や
海
外
へ
の
観
光
宣
伝
と
い
っ

た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
を
は
じ
め
、
ふ
る
さ

と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
や
サ
タ
デ
ー
フ
ラ
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
も
従
事
。

　

持
ち
前
の
人
柄
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
今

で
は
多
く
の
仲
間
に
囲
ま
れ
て
、
周
防
大
島

観
光
協
会
に
欠
か
せ
な
い
人
材
と
し
て
活
躍

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
よ
そ
も
の
」
だ
か
ら
こ
そ
の

視
点
で
島
の
魅
力
を
発
見
し
、
周
防
大
島
の

観
光
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
に
在
住
さ
れ
て
い
る
知
人
の
方

で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
関
連
の
観
光

事
業
に
興
味
の
あ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、
こ
の
機
会
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
へ
の

応
募
を
勧
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　

１
月
31
日
㈬
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
政
策
企
画
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

　

周
防
大
島
観
光
協
会

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
１
３
４

▲広島で開催された離島フェアで準備をする篠
原さん（中央）
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　花は紅紫色、葉茎も紫がかっていて、他の草と
容易に区別できる。熱帯系の植物で、アジアとア
フリカの熱帯に多く分布しており、ハワイやフィ
リピン、インドネシアなどでは一年中開花してい
る。日本では、本州南部と紀伊半島、四国南部、九州南部～琉球に分布。中国地方では情島と広島県
呉市のみである。記録としては、上関町長島や周防大島町の佐連と油田にあるが、現在はない。情
島は上記３箇所より後に発見されているがいつかは不明である。
　私が１９７９年１１月３日に渡島した当時は、島中至る所に生育し、ほとんど一年中開花していた。
大畑～伊の浦間の曲がり角辺りに多く、平成１０年３月１３日、町の天然記念物に指定された。所
有者と管理者は周防大島町である。暖かい場所ならどこでもよく育つが、高い草に負けるので草刈
りが必要である。非常に美しい花なので、島の公共場所や広場、路傍、花壇などに植えて、島をこ
の花で埋めたいものである。観光客を呼ぶのに良い花である。

《周防大島町文化財保護審議会　副会長　南　敦》

周 防 大 島 の 文 化 財

情 島 の ウ ス ベ ニ ニ ガ ナ

23

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　
　

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
２
２
０
４

平
成
29
年
度　

宮
本
常
一
が
撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
コ
ン
ク
ー
ル

　

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
地
域
の
変
遷
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
、
自
分
に
誇
り
を
も
っ
て

活
躍
で
き
る
人
に
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
の
も
と
、「
宮
本
常
一
が
撮
影
し

た
写
真
を
調
べ
る
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
対
象
は
町
内
の
小
中
学
生
で
、
本

年
度
は
第
12
回
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
方
は
左
記
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

受
賞
作
品
は
、
宮
本
常
一
記
念
館
（
平
野

４
１
７
‐
１
）
に
お
い
て
、
１
月
19
日
㈮
か

ら
２
月
４
日
㈰
ま
で
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
先
人
の
偉
業
の
根
底
に

あ
る
思
い
に
ふ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

の
学
び
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

▪
教
育
長
賞

「
あ
る
く
・
み
る
・
き
く　

き
ら
り
☆
油
田
地
区
、
大
調
査　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
・
１
」

油
田
小
学
校　

第
３
・
４
学
年

　

濵
田　

斎
く
ん　
　

坂
本
一
皐
く
ん

　

山
本
達
也
く
ん

▪
特
選

「
宮
本
常
一
さ
ん　

大
島
の
今
昔
」

明
新
小
学
校　

６
年　

林　

亜
実
さ
ん

▪
入
選

「
安
下
庄
っ
て
い
い
ね
」

　

安
下
庄
小
学
校　

第
４
学
年　
　
　

「
宮
本
常
一
が
撮
影
し
た
写
真
を
調
べ
る
」

　

東
和
中
学
校　

第
１
学
年

▪
学
校
賞

「
写
真
が
語
る
『
安
下
庄
』　

町
な
み　

海
辺

の
風
景　

町
の
く
ら
し　

に
ぎ
わ
い　

た
の

し
み

聞
き
書
き
集
【
平
成
29
年
度
版
】」

　

安
下
庄
中
学
校　

第
１
・
２
学
年

▲「あるく・みる・きく　きらり☆油田地区、
大調査 !!  Part.1」

！！
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東
和
中
学
校
の
２
年
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
取
り

組
ん
で
い
る
「
起
業
家
体
験
学
習
」
で
、
設
立
し
た
会
社
で

得
た
利
益
3
万
９
９
４
１
円
を
町
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

起
業
家
体
験
学
習
は
６
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
道
の

駅
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
事
業
計
画
を
つ
く
り
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
説
明
し
出
資
金
を
募
る
本
格
的
な
も

の
で
、
２
年
生
20
人
が
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
会
社
を
設
立

し
、11
月
４
日
に
行
わ
れ
た
ル
ー
ラ
ル
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
で
、

ク
ッ
キ
ー
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
販
売
や
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
を
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
仕
入
れ
交
渉
か
ら
宣
伝
・
販
売
ま

で
す
べ
て
自
分
た
ち
で
実
践
し
、
株
主
総
会
で
は
す
べ
て
の
会

社
か
ら
収
益
の
一
部
が
出
資
者
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
取
組
が
全
国
の
銀
行
な
ど
で
組
織
さ
れ
る
金
融

広
報
中
央
委
員
会
の
「
実
践
報
告
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
特
賞
に
輝

い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
、寄
附
を
受
け
取
っ
た
椎
木
町
長
は「
大

変
貴
重
な
体
験
。
寄
附
金
は
本
来
な
ら
生
徒
さ
ん
の
給
料
に
あ

た
る
部
分
で
あ
り
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

起業家体験の収益を町へ寄附

▲椎木町長㊨に寄附金を届けた（奥から）松嶋咲太さん、
渥美朔也さん、塩崎蒼太さん、山中涼聖さん、西村仁明
教諭

▶
東
部
出
張
所
に
配
備
さ
れ
た
高
規
格

救
急
自
動
車

決
意
新
た
に　

消
防
出
初
式

高規格救急自動車を配備
　

柳
井
消
防
署
東
部
出
張
所（
内

入
）
に
こ
の
ほ
ど
高
規
格
救
急

自
動
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
15
年
度
に
配
備

し
走
行
距
離
が
22
万
キ
ロ
を
超

え
た
車
両
の
更
新
に
よ
る
も
の

で
、
主
な
特
徴
は
、
反
射
材
を

３
方
向
に
取
り
付
け
、
隊
員
の

安
全
を
確
保
す
る
ほ
か
、
12
誘

導
心
電
図
の
導
入
に
よ
り
、
心

疾
患
の
鑑
別
を
病
院
と
同
レ
ベ

ル
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
業
費
は
３
１
１
９
万
４
０
０

円
。
１
月
15
日
運
用
開
始
。

　

１
月
５
日
、
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
椎
木
町
長
が
消
防
団
員
の
日
頃

の
活
動
へ
の
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
近

年
大
規
模
化
す
る
自
然
災
害
に
対
し
て
「
自

助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
の
意
識
の
向

上
と
相
互
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
防
災
力

の
充
実
強
化
を
図
り
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
続
い
て
、東
弘
志
消
防
団
長
が「
消

防
団
は
地
域
防
災
の
要
。
団
員
同
士
の
結
束

と
地
域
住
民
と
の
協
働
で
災
害
の
軽
減
に
努

め
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
町
内
で
12
件
の
火
災
が
発
生
し
て

お
り
、
私
た
ち
一
人
一
人
も
火
災
予
防
の
意

識
を
高
く
持
っ
て
、
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▶
厳
粛
か
つ
盛
大
に
行
わ
れ
た
消
防

出
初
式
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あったかいね手作りの年賀状

　

文
章
を
書
く
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、

12
月
４
日
、
町
内
３
つ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
、
今
年
も
町
内
の
小
学
生
４
６
４
人

に
年
賀
は
が
き
１
０
０
０
枚
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
本
事
業
は
今
回
で
３
回
目
。

　

年
賀
は
が
き
は
町
内
の
全
児
童
に
２
枚
ず
つ

配
布
さ
れ
、
久
賀
小
学
校
で
は
1
年
生
が
紙
版

画
で
干
支
の
戌
を
デ
ザ
イ
ン
し
年
賀
状
を
作

成
。
交
流
会
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
給
食
を
食
べ

た
り
し
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
宛
て
て
「
ま
た

遊
び
に
来
て
ね
」「
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
」
な
ど
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
東
京
の
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
に
て
全
国
の
島
々
が
集
ま
る
祭
典
「
ア

イ
ラ
ン
ダ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
観
光
協
会

と
定
住
促
進
協
議
会
で
参
加
し
て
き
ま
し

た
。

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
と
は
、
日
本
の
島
を
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
も
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
の
島
々
か
ら
大
勢
の
人
が
集
い
、

観
光
や
特
産
品
、
文
化
の
紹
介
か
ら
移
住

や
仕
事
に
関
す
る
こ
と
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

周
防
大
島
の
ブ
ー
ス
で
は
、
み
か
ん
鍋

の
無
料
振
る
舞
い
や
定
住
促
進
協
議
会
の

Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
で
あ
る
「
シ
マ
グ
ラ
シ
」
の

配
布
を
行
い
、
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
し
て
周
防
大
島
で
暮

ら
し
て
い
る
方
々
の
こ
と
や
動
画
な
ど
で

周
防
大
島
の
見
所
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
90
も
の
島
々
が
参
加
し
た
今
回

の
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
。
賑
や
か
な
会
場
を
一
周

す
る
と
、
知
ら
な
い
島
が
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
島
人
や
島
な
ら
で

は
の
食
に
触
れ
、
美
し
い
海
や
山
の
風
景

を
見
る
と
周
防
大
島
生
活
３
年
目
の
私
で

も
訪
れ
て
み
た
く
な
る
ほ
ど
な
の
で
、
都

心
部
で
生
活
し
て
い
る
人
々
は
余
計
に
惹

か
れ
る
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

２
日
間
の
長
丁
場
で
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
50
も
の
島
を
訪
れ
て
い
る
島
好
き
の

方
、
ク
ジ
ラ
の
研
究
を
し
て
い
る
方
な
ど
、

様
々
な
島
の
方
と
も
『
島
話
』
が
で
き
、

た
く
さ
ん
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
次
回
の
海
そ
う
じ
は
3
月
28
日

㈬
午
後
３
時
か
ら
三
蒲
西
の
浜
に
て
行
い

ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

周防大島町定住促進協議会
☎０８２０（７４）１００７

▲椎木町長（左から３人目）も応援に駆け付け
一緒にみかん鍋を振る舞いました。

24

▶
か
わ
い
い
年
賀
状

が
完
成
し
ま
し
た

　

町
と
田
中
産
業
有
限
会
社
（
東
三

蒲
）
は
「
災
害
時
に
お
け
る
し
尿
等

の
収
集
運
搬
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
12
月
５

日
、
役
場
大
島
庁
舎
に
お
い
て
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
は
通
常
の
収
集
運
搬
に

加
え
、
避
難
所
等
の
ト
イ
レ
や
損
壊

し
た
便
槽
の
汚
物
な
ど
様
々
な
対
応

が
必
要
と
さ
れ
、
協
定
に
よ
り
人
材

や
資
機
材
の
集
中
投
入
や
、
同
社
が

加
入
す
る
（
一
社
）
日
本
環
境
保
全

協
会
へ
の
応
援
要
請
も
可
能
と
な
り

ま
す
。
協
定
の
締
結
に
あ
た
り
椎
木

町
長
は
「
一
番
大
事
な
問
題
。
町
民

の
皆
さ
ん
に
大
き
な
安
心
が
も
た
ら

さ
れ
る
」
と
期
待
を
寄
せ
、
田
中
産

災害時のし尿等の収集運搬で協定

業
の
田
中
裕
之
社
長
も
「
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
る
。
大
規
模
災
害

の
支
援
の
経
験
を
活
か
し
責
任
を
果

た
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

▶
協
定
を
締
結
し
た
椎
木
町
長
㊨
と

田
中
産
業
・
田
中
社
長

【Ｐ 11 ちょび塩クイズ答え：① 】約 1.3g。ロースハム薄切り２枚半
で約 1.3g の食塩です。

▲
西
川
教
育
長
㊧
へ
年
賀
は
が
き

を
手
渡
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

（
右
か
ら
）
岡
崎
政
幸
会
長
、
石
川

春
美
幹
事
、
中
山
周
三
会
長
、
福

川
高
志
会
長
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お知らせ１月

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

社
会
人
経
験
者
等
採
用
試
験

■
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

　

初
級
行
政
職　

若
干
名

■
採
用
年
月
日

　

４
月
１
日

■
受
験
資
格

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者■
受
付
期
間

　

１
月
15
日
㈪
～
年
２
月
２
日
㈮

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
２
月
２
日
㈮
ま
で

の
消
印
有
効
。

■
試
験
方
法

　

教
養
試
験
、
小
論
文
他

■
試
験
日

　

２
月
18
日
㈰

■
そ
の
他

　

病
院
事
業
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
受
験
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
可
能
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
０
６

　

周
防
大
島
町
小
松
１
３
６
６
‐
６

　

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

　

総
務
部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

臨
時
職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

事
務
職
員　

１
名
（
59
歳
以
下
、

性
別
不
問
）

募
集

■
勤
務
先

　

大
島
看
護
専
門
学
校

■
採
用
予
定
年
月
日

　

４
月
１
日

■
勤
務
内
容
等

　

看
護
学
校
運
営
に
関
す
る
事
務

処
理
業
務

■
勤
務
日
等

　

平
日
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）

■
受
付
期
間

　

１
月
31
日
㈬
ま
で

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

■
申
し
込
み
方
法

　

履
歴
書
（
市
販
可
）
を
郵
送
も

し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
試
験
方
法　

面
接
試
験

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
０
６

　

周
防
大
島
町
小
松
１
３
６
６
‐
６

　

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

　

総
務
部
総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
２
３
３
２

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

前
島
航
路
臨
時
船
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

・
前
島
航
路
船
長
お
よ
び
甲
板
員

業
務
等

・
１
名
程
度

■
使
用
船
舶
の
概
要

・「
く
か
」
９
・
１
㌧
、
定
員
28
名

■
応
募
資
格

・
２
級
小
型
船
舶
操
縦
士
（
特
定

操
縦
免
許
）
以
上
の
資
格
を
有
す

る
者

・
昭
和
28
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

健
康
な
人

■
勤
務
内
容
等

・
定
期
便
の
船
長
お
よ
び
甲
板
員

業
務
（
船
長
・
甲
板
員
は
交
替
制
）

・
勤
務
日
数　

月
20
日
程
度
（
土
・

日
・
祝
日
勤
務
あ
り
）

・
勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後

５
時

※
定
期
便
１
日
３
便
、
実
働
７
時

間
45
分

※
勤
務
時
間
外
で
臨
時
運
航
あ
り

・
賃
金　

 

町
規
定
に
よ
る

・
雇
用
保
険
、
船
員
保
険
あ
り

■
採
用
期
間

　

４
月
１
日
～
９
月
30
日
（
採
用

期
間
の
更
新
あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法

　

２
月
16
日
㈮
必
着
で
、
履
歴
書

お
よ
び
小
型
船
舶
操
縦
士
免
許
証

（
特
定
操
縦
免
許
）
の
写
し
を
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
等　

別
途
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
９
２

　

周
防
大
島
町
小
松
１
２
６
‐
２

　

政
策
企
画
課
（
地
域
振
興
班
）

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

農
業
担
い
手
研
修
生
募
集

　

周
防
大
島
町
内
で
柑
橘
栽
培
を

主
体
と
し
た
農
業
経
営
者
に
な
る

こ
と
に
つ
い
て
強
い
意
欲
の
あ
る

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。
研
修
生

は
、
山
口
大
島
農
業
協
同
組
合
の

臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
し
な
が

ら
、
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。
採
用
に
つ
い
て
は
、
書
類
審

査
、
面
接
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

　

若
干
名

■
研
修
場
所

　

山
口
大
島
農
業
協
同
組
合

■
研
修
期
間
・
条
件

　

平
成
30
年
４
月
～
平
成
31
年
３
月

　

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
の
勤
務
時
間
に

準
じ
る
。

　

研
修
期
間
中
は
賃
金
を
支
給
し

ま
す
。

■
年
齢

　

49
歳
未
満

■
受
付
期
間

　

２
月
９
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
を

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
３
０
１

　

周
防
大
島
町
久
賀
５
１
３
４

　

周
防
大
島
町
農
林
課（
農
林
振
興
班
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

福
祉
専
攻
科
生
徒
募
集

　

周
防
大
島
高
校
福
祉
専
攻
科
で

は
、
平
成
30
年
度
入
学
生
を
募
集
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児　童　巡　回　相　談
日時　２月 26 日㈪　午前 10 時 30 分～午後４時 30 分
場所　たちばなケアプラザ
相談内容　18 歳未満の児童に係る育成相談、障害相談、
　　　　　養護相談、非行相談、その他児童養育上困っ
　　　　　ていること
相談員  岩国児童相談所　児童福祉司・児童心理司
定員　３名　※要予約・先着順
申し込み・問い合わせ　福祉課☎０８２０（７７）５５０５

お知らせ１月

し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

高
等
学
校
等
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
の
方
（
出
身
校
や
年
齢
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
選
考
検
査
実
施
日

　

２
月
10
日
㈯

■
出
願
期
間

　

１
月
22
日
㈪
～
２
月
５
日
㈪　

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
高
校
久
賀
校
舎
入
試
係

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
０
０
２
４

※
詳
し
く
は
周
防
大
島
高
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

■
コ
ー
ス
名

　
「
介
護
実
務
・
事
務
科
」

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
お
よ
び

パ
ソ
コ
ン
訓
練

■
訓
練
場
所

　

株
式
会
社　

ア
ッ
ト
ワ
ー
ク　

柳

井
教
室
（
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館
）

■
訓
練
期
間

　

３
月
１
日
～
５
月
31
日

　

月
～
金
（
祝
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
た
は

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
応
募
締
切

　

１
月
22
日
ま
で

■
応
募
方
法

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
備
え
付
け
の

「
入
校
願
」
を
管
轄
安
定
所
に
提
出

■
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
教
科
書
代
等

２
万
１
７
２
０
円
程
度
、
資
格
試

験
検
定
料
等
は
別
途
必
要
）

■
受
講
資
格

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
を

行
っ
て
い
る
方
で
受
講
指
示
、
受

講
推
薦
ま
た
は
支
援
指
示
を
受
け

ら
れ
る
方

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柳
井（
訓
練
担
当
）

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
６
６
１

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話

相
談
会
（
多
重
債
務
・
相
続

登
記
・
空
き
家
・
養
育
費
問
題
）

■
日
時

　

２
月
３
日
㈯

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

■
内
容　
　

 

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

等
の
多
重
債
務
問
題
、
相
続
登
記

等
の
相
続
問
題
、
空
き
家
を
相
続

し
た
が
そ
の
管
理
処
分
に
困
っ
て

い
る
、
近
所
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
が
あ
り
雑
草
や
悪
臭
等

で
生
活
環
境
に
悪
影
響
が
出
て
い

る
、
ま
た
養
育
費
問
題
等
で
お
困

特　設　人　権　相　談　所
日時　２月５日㈪　午前９時 30 分～正午
場所　橘総合センター
相談内容　差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に関する
　　　　　問題
相談員 人権擁護委員
問い合わせ　福祉課　☎０８２０（７７）５５０５

※悪天候により警報等が発令された場合は中止になることがあります。

相
談

り
の
方
に
、
手
続
の
ご
説
明
や
お

近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
の
紹
介

な
ど
問
題
解
決
に
向
け
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

午
前
中
は
ご
相
談
が
多
い
た
め
、

回
線
が
繋
が
り
に
く
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
相
談
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当
（
明
石
）

☎
０
８
３
（
２
２
７
）
３
２
９
７

町
有
地
売
却
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
町
有
財
産
（
土
地
）

２
物
件
を
売
却
し
ま
す
。
売
却
の

方
法
に
つ
い
て
は
、
一
般
競
争
入

札
に
よ
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

■
売
却
物
件

①
周
防
大
島
町
大
字
久
賀
字
宮

ノ
前
２
５
６
５
番
14
（
面
積

２
６
４
・
０
３
㎡
）
宅
地

②
周
防
大
島
町
大
字
和
佐
字
折
田

４
７
３
番
1
（
面
積
９
８
１
・
２
４

㎡
）
宅
地

■
現
地
説
明
会

【
物
件
①
】

　

１
月
24
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

【
物
件
②
】

　

１
月
24
日
㈬

　

午
後
３
時
～
午
後
４
時

※
お
手
数
で
す
が
、
現
地
説
明
会

を
希
望
さ
れ
る
方
は
１
月
23
日
㈫

午
後
５
時
ま
で
に
財
政
課
へ
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
入
札
参
加
受
付
期
間

　

１
月
25
日
㈭
～
１
月
31
日
㈬

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

■
入
札
日

【
物
件
①
】

　

２
月
８
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

【
物
件
②
】

　

２
月
８
日
㈭　

午
前
10
時
か
ら

■
入
札
の
要
領
等
に
つ
い
て

　

詳
細
な
要
領
等
を
記
載
し
た

「
平
成
29
年
度
一
般
競
争
入
札
に

よ
る
周
防
大
島
町
有
地
売
却
の
ご

案
内
」
を
財
政
課
（
大
島
庁
舎
）

お
よ
び
各
総
合
支
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
財
政
課　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
６

お
知
ら
せ



22広報すおう大島 平成 30 年 ( 2018 年 )1 月号

お知らせ１月

戦没者等のご遺族の皆さまへ
　第十回特別弔慰金の請求期限が近づいています。
　請求がお済みで無い方は、

平成 30 年 4 月 2 日まで  に、ご請求ください。

請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。

■支給対象者
　平成 27 年 4 月 1 日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法
による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番で順位が先になるご
遺族お一人に支給されます。

支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で、
１．平成 27 年 4 月 1 日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
２．戦没者等の子
３．戦没者等の①父母 ②孫 ③祖父母 ④兄弟姉妹
　※戦没者等の死亡時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が入
　　れ替わります。
４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係があった方に限ります。

■支給内容
　国債名称：第十回特別弔慰金国庫債券　い号
　額　　面：２５万円（５年償還の記名国債）

■請求窓口
　役場福祉課または各総合支所・各出張所

お詫びと訂正
　広報すおう大島平成 29 年 8月号でも同様のお知らせ
をしておりますが、請求期限について「平成 30 年 4月
1 日までにご請求ください」と誤った標記となってお
りました。正しくは、「平成 30 年 4 月 2 日までにご請
求ください」です。訂正しお詫び申し上げます。

■問い合わせ　福祉課（民生福祉班）　☎０８２０（７７）５５０５

か し こ い
消 費 者

めざせ！

ご
相
談
は
…

　

柳
井
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
２
５

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

【
相
談
】

　

住
宅
を
新
築
し
た
際
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
が
、
設
置

か
ら
10
年
ほ
ど
た
っ
て
い
る
。
し
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
か
。

【
処
理
】

　

電
池
切
れ
や
経
年
劣
化
に
よ
り
警
報
器
が
正
常
に
機
能
し
な
い
こ
と

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
な
点
検
や
手
入
れ
を
勧
め
た
。
ま
た
、
設

置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場
合
は
本
体
内
部
の
電
子
部
品
の
劣

化
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
体
の
交
換
が
望
ま
し
い
こ
と
を
伝
え
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
家
庭
内
で
の
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く

検
知
し
、
音
や
光
に
よ
っ
て
知
ら
せ
る
装
置
で
す
。
警
報
器
は
警
報

を
発
し
て
い
な
く
て
も
常
に
セ
ン
タ
ー
が
作
動
し
、
監
視
し
て
い
ま

す
。
本
体
の
消
耗
・
劣
化
を
考
慮
す
る
と
、
10
年
を
目
安
に
本
体
を

交
換
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
サ
ー
部
の
ほ
こ
り
等
が
火
災
時
以
外
で
の
警
報
の
作

動
や
、
検
知
遅
れ
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
点
検
や
手
入
れ
の
方
法

は
取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
取
扱
説
明
書
を
よ
く

読
ん
で
、
定
期
的
な
点
検
や
手
入
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ　

周
防
大
島
町
商
工
観
光
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３
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柳
井
地
域
合
同
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

　

参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
個

別
ブ
ー
ス
で
面
談
し
ま
す
。（
無

料
・
申
し
込
み
不
要
）

■
日
時

　

２
月
１
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

（
受
付　

午
後
０
時
30
分
か
ら
）

■
場
所

　

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

■
対
象
者

　

一
般
求
職
者
お
よ
び
既
卒
者

■
問
い
合
わ
せ

　

柳
井
地
区
広
域
行
政
連
絡
協
議
会

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
２
１
１
１

　

内
線
３
６
９

看
護
職
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

受
講
者
募
集
（
第
Ⅰ
期
）

■
対
象

　

未
就
業
の
看
護
資
格
所
有
者

■
募
集
期
間

　

３
月
16
日
㈮
ま
で

■
研
修
期
間

　

４
月
～
６
月
の
間
で
５
日
程
度

■
研
修
会
場

　

県
内
25
の
協
力
施
設

■
内
容　

看
護
に
つ
い
て
の
講

義
、
演
習
、
見
学
実
習　

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
５
（
２
４
）
５
７
９
１

歯
科
衛
生
士
の
復
職
を
支
援
し
ま
す
！

歯
科
衛
生
士

カ
ム
バ
ッ
ク
研
修
会

■
日
時

　

２
月
25
日
㈰

　

９
時
50
分　

開
会

■
場
所

　

悠
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
和

木
町
和
木
２
‐
３
‐
１
）

■
内
容

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
使
っ
た
ス
タ
ッ

フ
育
成
方
法
に
つ
い
て
の
提
案

■
対
象

　

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
実
習
定
員

　

５
名
～
10
名
（
予
約
制
）

■
参
加
費　

無
料
（
時
間
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
）

■
主
催　
（
一
社
）
玖
珂
歯
科
医
師
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
一
社
）
玖
珂
歯
科
医
師
会
事
務

局
（
山
中
歯
科
医
院
内
）

☎
０
８
２
７
（
８
２
）
２
２
２
７

放
送
大
学
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

放
送
大
学
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
通
信
制
大
学
で
す
。

　

山
口
県
内
で
は
約
７
０
０
名
の

方
が
学
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
入
学

時
期
は
4
月
と
10
月
で
す
。

　

多
彩
な
放
送
授
業
３
０
０
科
目

が
あ
り
、
お
好
き
な
科
目
を
１
科

目
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
こ
の
機

会
に
生
涯
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
学
生
同
士
の
交

流
の
場
と
し
て
も
最
適
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
「
放
送
大

学
」
を
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
８
）
２
５
０
１

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
お
子

さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以

内
を
、
固
定
金
利
（
年
１
・
７
６
％

（
平
成
29
年
11
月
10
日
現
在
））
で

利
用
で
き
在
学
期
間
内
は
利
息
の

み
の
ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
冬
コ
ー
ス
～

●
あ
ら
れ
と
み
か
ん
餅
づ
く
り 

・
日
時

　

２
月
１
日
㈭　

お知らせ１月

　

午
後
１
時
～
４
時

・
場
所

　

工
房
ふ
き
の
と
う
（
志
佐
）

・
体
験
料　

１
２
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
～
６
人

・
募
集
締
め
切
り　

１
月
22
日
㈪

●
み
か
ん
缶
詰
づ
く
り

・
日
時

　

２
月
５
日
㈪　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

・
場
所

　

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
（
小
松
）

・
体
験
料　

１
８
０
０
円

・
受
入
人
数　

５
人

・
募
集
締
め
切
り　

１
月
25
日
㈭

※
各
コ
ー
ス
と
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

広
島
広
域
都
市
圏
企
画

近
隣
市
町
魅
力
発
見
ツ
ア
ー

南
瀬
戸
の
春
と
歴
史
を
満
喫
！

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

山
口
県
田
布
施
町
で
は
新
鮮
な

農
作
物
・
海
産
物
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
、
平
生
町
で
は
阿
多
田
交
流
館

の
見
学
、
上
関
町
で
は
刺
身
の
昼

食
と
河
津
桜
の
鑑
賞
、
柳
井
市
で

は
庭
園
で
の
植
物
鑑
賞
と
白
壁
の

町
並
み
見
学
な
ど
、
広
島
広
域
都

市
圏
の
魅
力
が
体
験
で
き
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
３
日
㈯

　

午
前
8
時
～
午
後
6
時
頃

■
集
合
・
解
散
の
場
所

　

広
島
駅
新
幹
線
口

■
内
容

　

田
布
施
町
地
域
交
流
館
（
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
）、
阿
多
田
交
流
館
（
見

学
）、上
関
海
峡
温
泉
鳩
子
の
湯
（
昼

食
）、
城
山
歴
史
公
園
（
河
津
桜
鑑

賞
）、
白
壁
の
町
並
み
・
お
雛
様
め

ぐ
り
（
見
学
）、や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー

ラ
ン
ド
（
植
物
鑑
賞
）

※
鳩
子
の
湯
に
は
、
入
浴
い
た
し

ま
せ
ん
。
昼
食
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
河
津
桜
は
、
年
に
よ
り
開
花
時

期
が
ず
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
旅
行
代
金

　

お
ひ
と
り
様　

６
０
０
０
円
（
交

通
費
、
昼
食
代
込
み
）

■
募
集
人
員

　

先
着
40
人（
最
少
催
行
人
数
15
人
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
ト
ム

ズ
緑
井
店
（
安
佐
南
区
緑
井
一
丁

目
５
‐
２　

フ
ジ
グ
ラ
ン
緑
井
内
）

☎
０
８
２（
８
３
１
）８
０
０
５ （
午

前
10
時
～
午
後
7
時
）

催
し
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お知らせ１月

 

周
防
大
島
ふ
る
さ
と
寄
附
金

 　

 

タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
！

　

周
防
大
島
町
で
は
、
町
の
魅
力
や
特
産
品
等
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
内
事
業
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
を

さ
れ
た
方
へ
、
お
礼
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
特
産
宅
配
便
」
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
向
け
、
周
防
大
島
町
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、「
ふ
る
さ

と
特
産
品
」
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
者
に
つ
い
て
は
、「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
お
礼
の
品

カ
タ
ロ
グ
へ
の
掲
載
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
要
件

①
周
防
大
島
町
に
事
業
所
（
工
場
を
含
む
）

が
あ
る
方

②
周
防
大
島
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
商
品

で
、町
内
で
製
造
、加
工
、採
取
、栽
培
、サ
ー

ビ
ス
等
が
な
さ
れ
て
い
る
商
品
を
、
寄
附
者

に
送
付
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
ま
た
は
個
人

事
業
者

③
周
防
大
島
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
代
表
者
等
が
、
暴
力
団
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
掲
げ
る
暴
力

団
の
構
成
員
等
で
な
い
こ
と

■
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
者
に
し
て
い
た
だ
く
こ

と①
ふ
る
さ
と
特
産
品
の
発
送

②
送
付
実
績
の
報
告
お
よ
び
商
品
代
の
請
求

（
月
末
締
め
）

■
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト

① 

県
内
外
の
方
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
カ
タ

ロ
グ
等
を
通
し
て
、
事
業
者
名
、
商
品
名
等

が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。

②
商
品
発
送
時
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
同
封
が
で

き
、
事
業
者
等
商
品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま

す
。

■
募
集
期
間

　

１
月
22
日
㈪
～
２
月
23
日
㈮

■
申
し
込
み

　

政
策
企
画
課
・
総
合
支
所
に
備
え
付
け
の

用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

締
め
切
り
後
、
審
査
を
行
い
、
申
し
込
み

の
承
認
の
可
否
を
書
類
に
て
お
伝
え
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

政
策
企
画
課　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
起
業
家
の
育
成
を

通
し
て
、
地
域
活
性
化
を
目
指
す
平
成
29
年

度
島
ス
ク
エ
ア
事
業
の
取
り
組
み
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
を
確
認
し
、
今

後
を
展
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
日
時　

　

２
月
11
日
㈰

■
会
場

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

■
日
程

〈
午
前
10
時
～
午
後
１
時
〉　

　

特
別
企
画
「
ふ
れ
あ
い
マ
ル
シ
ェ
」（
修
了

生
企
画
・
運
営
・
実
験
販
売
）

〈
午
前
10
時
～
午
後
５
時
〉

　

修
了
生
事
業
プ
ラ
ン
パ
ネ
ル
展
示
、
紹
介
等

　

起
業
相
談
（
藤
井
康
弘
、
中
川
利
之
、
近

藤
直
子
、
穴
見
信
二
）

〈
午
後
１
時
〉

　

開
会
行
事
、
事
業
報
告
他

〈
午
後
１
時
30
分
〉

　

修
了
生
事
業
プ
ラ
ン
発
表

　

発
表
①
「
副
業
か
ら
始
め
る
『
記
憶
に
残

す
観
光
体
験
』」

白
木
紘
平
（
今
年
度
修
了
生
）

　

発
表
②
「
地
産
知
商
で
人
材
育
成
と
経
済

再
生
」 

小
田
佳
希
（
過
年
度
修
了
生
）

　

特
別
発
表　
「
知
的
財
産
権
を
活
用
し
た

地
元
特
産
品
の
開
発
」

周
防
大
島
高
校 

地
域
創
生
科
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
生

〈
午
後
２
時
15
分
〉

　

基
調
講
演
「
海
の
幸
を
活
か
す
」

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　

行
平
真
也 

准
教
授
・
博
士
（
工
学
）

〈
午
後
３
時
〉

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
里
海
が
育
む
未
来
～
瀬
戸
内
の
地
域
資
源

を
生
か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
～
」

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】　

　

カ
ー
ク
・
パ
タ
ー
ソ
ン
（
前
テ
ン
プ
ル
大

学
日
本
校
学
長
）、
長
谷
川
樹
子
（
周
防
大

島
町
白
木
半
島
地
区
集
落
支
援
員
）、
原　

康
司
（
ダ
イ
ド
ッ
ク
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ヤ
ッ
ク

ス
＆
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
代
表
）、
行
平
真
也

（
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
准
教
授
・
博
士

（
工
学
））

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】

　

藤
本
雅
史
（
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ 

Ｆ
代
表
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス
理
事
）

〈
午
後
４
時
30
分
〉　

閉
会
挨
拶

■
主
催　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校  

■
共
催　

柳
井
市
、
周
防
大
島
町
、
田
布
施

町
、
平
生
町
、
上
関
町

■
後
援　

周
防
大
島
町
商
工
会
、
安
下
庄
海

の
駅
を
目
指
す
会

■
主
管　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

大
島
商
船
高
専
社
会
連
携
係 

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
５
２
４   

　

島
ス
ク
エ
ア
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
４
８
７
７

    
島
ス
ク
エ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

   　
　
　
　
　
　

２
０
１
８

　
　

   
～
里
海
が
育
む
未
来
～
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お知らせ１月

周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　
　

後
山　

典
子

（
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
15
％
が
認
知
症
で
、
全
国
の
認

知
症
有
病
者
数
は
約
４
６
２
万
人
に
の
ぼ
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
防
大
島
町
に
お

い
て
も
、
65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
は
、
認

知
症
の
症
状
が
あ
る
と
さ
れ
、
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の

病
気
で
す
が
、
認
知
症
に
な
っ
た
場
合
で
も

周
囲
の
理
解
や
気
遣
い
、
安
心
で
き
る
場
所

が
あ
れ
ば
、
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
こ
と
の
で
き
る

『
応
援
者
』
を
増
や
す
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
地
域
や
学
校
、

職
域
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
か
ら

ご
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
い
年
代
へ
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
何
か
特
別
な
こ

と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を

自
分
自
身
に
と
っ
て
身
近
な
問
題
と
認
識
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
気
持
ち
を
理
解

し
よ
う
と
努
め
る
こ
と
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
大

切
な
役
割
で
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

る
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

受
講
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
ど
な
た

で
も
受
講
で
き
る
講
座
で
す
。
講
座
で
は
、

認
知
症
の
基
礎
知
識
だ
け
で
な
く
、
認
知
症

の
人
の
気
持
ち
を
理
解
し
た
接
し
方
な
ど
、

認
知
症
の
人
を
見
守
る
上
で
役
立
つ
こ
と
を

お
伝
え
し
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
は
、

こ
の
町
に
生
き
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症

の
方
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
日
良
居
庁
舎
1
階
）

☎
０
８
２
０
（
７
３
）
５
５
０
６

竜崎温泉温水プール指導日
（１月 21 日～２月 20 日）

実施日

１月
23 日㈫、24 日㈬、25 日㈭、
30 日㈫、31 日㈬

２月
1 日㈭、7 日㈬、8 日㈭、
14 日㈬、15 日㈭

※ 65 歳以上の方の介護予防や健康づくりを
目的とした水中運動の指導を行っています。
　指導時間は午前 10 時～午後３時 30 分で
す。
　実施日等は事情により変更することがあ
ります。

◆問い合わせ　
介護保険課 地域包括支援センター

　☎０８２０（７３）５５０６

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

周防大島松山フェリー運休のお知らせ
　フェリー「しらきさん」は定期検査のため、２月１日㈭から
２月１１日㈰まで、柳井～伊保田～三津浜間のフェリーは運休と
なります。
　お客様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、皆さまのご協力
をお願いいたします。
■問い合わせ
　周防大島松山フェリー㈱　☎０８２０（７５）１５７５

図書館休館のお知らせ
蔵書点検のため下記期間は休館します。

東和図書館　１月 24 日㈬～ 31 日㈬
大島図書館　２月 13 日㈫～ 17 日㈯
久賀図書館　２月 19 日㈪～ 23 日㈮

※本の返却については、玄関先にある返却ボックスをご利用く
ださい。ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。

■問い合わせ　　東和図書館　☎０８２０（７８）０６２９
　　　　　　　　大島図書館　☎０８２０（７４）３８００
　　　　　　　　久賀図書館　☎０８２０（７２）２５２０
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 14 日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 14 日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＩＶ抗体検査 14 日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 ２ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

心の健康相談 20 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 23 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

1 月

21 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  川口医院  ☎７８－０３０６〉

22 日㈪

23 日㈫

24 日㈬

25 日㈭ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 しまとぴあスカイセンター〉

26 日㈮

27 日㈯

28 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00  山中クリニック  ☎７２－０１５２〉

安下庄海の市〈10:00 ～ 14:00　橘グリーンパーク横〉
町防災講演会〈10:00 ～　山口県大島防災センター（久賀）〉

29 日㈪

30 日㈫ 町人権教育推進大会〈13:00 ～ 16:00　東和総合センター〉

31 日㈬

2 月

1 日㈭
認知症相談日〈9:00 ～ 16:00　日良居庁舎〉

【問合せ】地域包括支援センター  ☎７３－５５０６

2 日㈮
こころの相談会〈10:00 ～ 12:00【要予約】〉 

【申込先】健康増進課 健康づくり班  ☎７３－５５０４

3 日㈯

4 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00  安本医院  ☎７３－０８２２〉

山口県知事選挙投票日
〈7:00 ～ 18:00（情・馬ヶ原は 17:00 まで）〉

5 日㈪

6 日㈫

7 日㈬
心をつなぐコミュニケーション講座 

〈13:30 ～ 15:00【受付 13：00 ～】日良居庁舎〉 
【問合先】健康増進課 健康づくり班 ☎７３－５５０４

8 日㈭
ちょび塩の日ＰＲ活動 

〈9:30 ～ 11:30 A コープ三蒲店〉

9 日㈮ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 日良居庁舎〉

10 日㈯
ちょびトレ会（当日参加可・参加費無料） 

〈10:00 ～ 12:00  久賀公民館〉

11 日㈰

休日在宅当番医 
〈9:00 ～ 17:00  山中クリニック  ☎７２－０１５２〉

サザン・セト大島ロードレース大会
〈9:00 ～　周防大島町陸上競技場（西方）〉

島スクエアフォーラム〈10:00 ～ 17:00　大島文化センター〉

12 日㈪
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  野村医院  ☎７６－００１７〉

13 日㈫

14 日㈬

15 日㈭

16 日㈮

17 日㈯

18 日㈰
休日在宅当番医 

〈9:00 ～ 17:00  嶋元医院  ☎７４－２３１０〉

19 日㈪
1 歳 6 か月児健康診査 

〈13:00 ～ 13:30（受付）日良居庁舎〉

20 日㈫ 育児相談〈10:00 ～ 11:30 久賀福祉センター〉

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（73）5504
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今月の納期（普通徴収）

　
  　【第４期分】
 　　町県民税
  　【第７期分】
　　国民健康保険税　
　　介護保険料
　　後期高齢者医療保険料

納期限　１月３１日㈬

人の動き（１月１日現在）※増減は対前月比

人　口 １６，７５６人 （20 人減）

男（日本人） ７，６４６人

女（日本人） ９，０２２人

外国人 ８８人 （増減なし）

世帯数 ９，４３８戸 （17 戸減）

〈人口増減内訳：日本人〉
増：出生       9 人
　　転入    28 人 小計 37 人
減：死亡    35 人
　　転出    22 人 小計 57 人

周防大島町
交通事故発生状況 

（平成 29 年 11 月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

29 １ 43

前年比

－ 2 ±０ － 2

物損事故件数

248 前年比 － 51

このコーナーは PDF 版では掲載しておりません。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 （
周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２
）

　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
中
村
印
刷
㈱　

※
広
報
す
お
う
大
島
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

　「はぐくみ　はぐくまれ
　　　　　～津田投手の生涯を通して～」〈入場無料〉

日時　1 月 30 日㈫　午後１時３０分～４時
場所　東和総合センター
講師　元周南市教育委員会　教育長　坂 本 昌 穂 先生　　
問い合わせ　周防大島町教育委員会社会教育課　☎０８２０（７８）２２０５

　「地域防災を考える
　　　　～危険を知り、どう備えるか？～」〈入場無料〉

日時　1 月 28 日㈰　午前１０時～
場所　山口県大島防災センター　多目的ホール
講師　山口大学大学院創成科学研究科　准教授　瀧 本 浩 一 先生　　
参加者　会場の定員には限りがありますので、先着３００名のご入場とさせていただきます。  
　　　ご来場の方には、もれなく防災グッズを差し上げます。
問い合わせ　周防大島町総務課（消防防災班）　☎０８２０（７４）１０００

周防大島町人権教育推進大会

周防大島町防災講演会

このコーナーは PDF 版では掲載しておりません。


